






































































































































































































す｡ トコフェロール および トコフェロール類縁体の
p-ゲンチオビオシ 卜では抗アレルギー活性が低かっ
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B]7 ヒドロキシ安息香酸類の水酸化,配糖化
化作用,肝機能を正常に保つ作用をもつものがあり,
古 くから利用されてきた｡粍々の研究室では,ヒド
ロキシ安息香酸を投与することにより,植物培養細
胞からの効率的なゲンチジン酸のLk産を研究してい
る -2)｡ニチニチソウ培蕃細胞は,2-ヒドロキシ安息
香酸(サリチル酸)の5位に水酸基を繰入 して2,5-ジヒ
ドロキシ安息香酸(ゲンチジン酸)に変換することが
わかった(図7)｡ゲンチジン酸の 5位はさらに配糖化
され,対応するゲンチジン酸510-p-グルコシドに変
換された.また,ニチニチソウ増井細胞は3-ヒドロ
キシ安息香酸および4-ヒドロキシ安息香酸をそれぞ
れ対応するβ-グルコシドとβ-グリコシルエステルに
変換 した｡
7.あわりに
以上のように,筆者の研究室で行っている,植物培
亜細胞による生理活1't化合物の変換研究を紹介した.
立体選択的な配糖化反応を化学合成で行う場合には,
多段階の行程を必要とし,一方,化学合成による位
置選択的な水酸化反応は制御が困難な反応であるO
植物培味細胞はこれらの反応を一段階で行うことが
できる｡植物培養細胞が行 うこれらの効率的な酵素
反応を,生理活性化合物の安定化,水溶化,および
高機能化に利用 して,生体触媒としての植物培亜細
胞を,新 しい食材の素材開発 とそれらの生理機能解
明に展閲 していくことも可能になると期待 している｡
この実験事実の延長にはこれまでにない新規なサ
プリメントの創製と人の健康維持に必要な新 しい食
品素材の発見が生まれる｡筆者は社会貢献を目指 し
て研究を行っているので,筆者の研究成果が人の病
気予防の一環に役立つ事は望外の喜びである｡大学
発ベンチャー会社 マイスターバイオ で一部を商
品化 して上市 している｡筆者の基礎研究の延長に実
用化が成就されれば,世界に大学人としての新 しい
研究哲学を構築できると確信 している｡
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